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吾
が
輩
は
今
支
那
の
時
事
問
題
に
つ
い
て
格
別
の
意
見
を
も
つ
て
居
ら
ぬ
。

そ
れ
に
新
春
早
々
に
當
つ
て
、
堅
苦
し
い
論
文
よ
り
幾
分
氣
樂
な
隨
筆
の
方
が

却
つ
て
似
付
か
は
し
い
心
地
も
す
る
の
で
、
標
題
の
如
き
支
那
猥
談
を
草
す
る

こ
と
に
し
た
。
猥
談
は
要
す
る
に
猥
談
で
あ
る
が
、
そ
の
猥
談
の
中
に
も
、
若

干
支
那
及
び
支
那
人
に
對
す
る
理
會
を
助
け
、
日
支
の
外
交
上
參
考
に
資
す
べ

き
材
料
を
發
見
し
得
る
か
と
思
ふ
。

　
支
那
は
謎
の
國
で
あ
る
。
誰
人
も
支
那
の
現
在
及
び
將
來
は
難
解
と
い
ふ
。

こ
れ
は
事
實
で
あ
る
。
さ
れ
ど
そ
の
謎
と
い
ひ
難
解
と
い
ふ
中
に
、
一
方
で
は

支
那
そ
の
も
の
が
難
解
で
あ
る
に
加
へ
て
、
他
方
で
は
之
を
取
扱
ふ
研
究
者
側

に
も
不
行
屆
の
點
が
あ
つ
て
、
難
解
の
も
の
を
一
層
難
解
に
陷
ら
し
む
る
實
情

が
な
い
で
も
な
い
。
支
那
に
も
歴
史
が
あ
る
。
世
界
の
何
國
よ
り
も
長
い
歴
史

を
も
つ
て
居
る
。
こ
の
歴
史
を
無
視
し
て
支
那
を
十
分
に
理
會
し
得
る
筈
が
な

い
。

　
所
謂
支
那
通
と
稱
し
、
若
く
ば
稱
せ
ら
る
る
人
達
の
多
數
は
、
こ
の
方
面
の

用
意
に
缺
く
る
所
が
あ
つ
て
、
謎
の
支
那
を
一
層
難
解
に
陷
ら
し
む
る
の
で
は

な
か
ら
う
か
。
彼
等
の
多
數
は
現
在
若
く
ば
最
近
十
數
年
位
の
限
ら
れ
た
智
識

や
報
告
に
よ
つ
て
支
那
を
解
釋
せ
よ
う
と
す
る
。
そ
こ
に
弱
點
が
あ
る
ま
い
か
。

現
在
の
事
情
を
明
か
に
す
る
こ
と
は
勿
論
必
要
で
あ
る
が
、
現
在
の
み
に
即
し

て
長
い
過
去
を
閑
却
し
て
は
な
ら
ぬ
。
過
去
を
離
れ
た
現
在
の
事
情
の
み
か
ら

歸
納
し
た
斷
案
は
、
基
礎
が
薄
弱
を
免
れ
ぬ
。
現
在
の
事
情
は
過
去
の
智
識
に

照
ら
し
て
、
始
め
て
完
全
に
了
解
す
る
こ
と
が
出
來
、
過
去
の
智
識
は
現
在
の

事
情
を
明
か
に
し
て
、
始
め
て
有
效
に
活
用
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
温
故
知
新

が
支
那
及
び
支
那
人
を
十
分
に
理
解
す
る
一
良
法
と
思
ふ
。
こ
の
猥
談
が
若
し

温
故
知
新
の
一
助
と
な
り
、
猥
談
が
必
ず
し
も
猥
談
の
み
に
終
ら
な
か
つ
た
な

ら
ば
、
望
外
の
幸
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
去
る
大
正
十
二
年
五
月
六
日
に
突
發
し
た
臨
城
事
件
、
即
ち
津
浦
鐵
道
の
臨

城
驛
（
山
東
省
の
西
南
部
）
附
近
で
、
約
一
千
の
土
匪
が
通
過
の
列
車
を
襲
撃

し
て
、
多
數
の
乘
客
を
掠
奪
し
、
殊
に
乘
合
せ
た
英
米
等
の
諸
外
國
人
二
十
餘

名
を
捕
虜
に
し
た
事
件
は
、
頗
る
世
界
各
國
を
驚
殺
さ
せ
た
。
パ
リ
に
ワ
シ
ン

ト
ン
に
、
民
國
の
顧
維
鈞
氏
等
が
先
頭
に
立
つ
て
、
支
那
の
覺
醒
を
大
呼
宣
傳

し
た
直
後
で
は
あ
り
、
支
那
の
覺
醒
に
多
大
の
信
頼
を
置
い
た
諸
外
國
人
、
就

中
も
つ
と
も
支
那
を
買
被
つ
て
居
つ
た
米
國
人
等
は
、
こ
の
現
實
の
暴
露
に
狼

狽
し
喫
驚






し
た
の
は
無
理
で
な
い
。
彼
等
が
こ
の
列
車
に
一
人
の
日
本
人
も
便

乘
し
て
居
な
か
つ
た
と
い
ふ
偶
然
の
事
實
に
揣
摩
を
逞
く
し
て
、
或
は
日
本
人

が
土
匪
を
指
嗾
し
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
な
ど
と
疑
惑
を
挾
ん
だ
者
が
あ
つ
た

に
由
つ
て
も
、
彼
等
の
狼
狽
さ
加
減
が
推
測
さ
れ
る
。

　
併
し
此
の
如
き
事
件
は
支
那
歴
史
上
尋
常
の
出
來
事
で
あ
る
。
殊
に
臨
城
附

近
の
山
東
省
西
南
部
一
帶
の
地
は
、
古
代
か
ら
匪
盜
の
叢
窟
で
あ
つ
た
。
曹

〔
州
〕
濮
〔
州
〕
　
　
何
れ
も
山
東
省
の
西
南
地
方
　
　
人
と
い
へ
ば
直
に
盜

賊
を
聯
想
す
る
程
で
あ
つ
た
。
か
の
有
名
な
水
滸
傳
の
中
心
舞
臺
と
し
て
世
に

聞
え
た
梁
山
泊
も
、
實
に
此
地
方
に
在
つ
た
。
水
滸
傳
は
小
説
と
し
て
も
、
梁

山
泊
の
劇
賊
宋
江
等
の
事
蹟
は
當
時
の
事
實
で
あ
る
。
明
清
時
代
を
通
じ
て
こ

の
遺
風
は
改
ま
ら
な
か
つ
た
。
膠
州
の
徳
人
（
ド
イ
ツ
人
）
と
黄
河
の
氾
濫
と

曹
州
の
匪
徒
は
、
清
末
山
東
の
三
厄
と
稱
せ
ら
れ
た
。
臨
城
事
件
は
畢
竟
覺
醒
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し
た
と
稱
せ
ら
る
る
現
代
の
支
那
も
、
そ
の
内
情
は
舊
態
そ
の
儘
で
あ
る
と
い

ふ
一
證
據
を
提
供
し
た
に
過
ぎ
ぬ
。

　
無
職
の
窮
民
が
多
く
、
同
時
に
警
察
の
不
行
屆
な
支
那
で
は
、
古
來
土
匪
や

流
賊
が
多
い
。
必
ず
し
も
山
東
の
一
角
に
限
ら
ぬ
。
支
那
政
府
は
少
し
手
剛
い

土
匪
や
流
賊
等
に
對
し
て
は
、
多
く
の
場
合
、
之
を
退
治
す
る
よ
り
は
先
づ
之

と
妥
協
す
る
。
即
ち
利
禄
と
官
職
と
を
以
て
彼
等
を
誘
ふ
の
で
あ
る
。
支
那
の

記
録
に
は
こ
の
妥
協
に
誘
ふ
こ
と
を
招
安
と
い
ひ
、
こ
の
妥
協
に
應
ず
る
こ
と

を
歸
順
と
い
ふ
。
招
安
と
か
歸
順
と
か
文
字
は
立
派
で
あ
る
が
、
そ
の
内
實
は

政
府
は
征
伐
の
危
險
を
避
け
る
爲
め
賊
徒
は
利
禄
の
安
全
を
得
る
爲
め
、
雙
方

妥
協
す
る
に
過
ぎ
ぬ
。
招
安
や
歸
順
の
實
例
は
支
那
の
何
れ
の
時
代
に
も
見
出

す
こ
と
が
出
來
る
。
そ
れ
で
宋
時
代
か
ら
「
欲
得
官
。
殺
人
放
火
。
受
招
安
」

と
い
ふ
諺
が
あ
つ
た
。
放
火
殺
人
を
行
ひ
、
成
る
べ
く
暴
れ
廻
つ
て
政
府
を
手

古
摺
ら
せ
、
然
る
後
ち
歸
順
に
出
掛
け
る
の
が
、
官
吏
と
な
る
出
世
法
の
一
番

の
捷
徑
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。
隨
分
亂
暴
な
諺
だ
が
、
こ
れ
が
支
那
の
實
際
で

あ
る
。
現
に
臨
城
事
件
を
起
し
た
土
匪
の
如
き
も
、
政
府
を
威
嚇
し
て
招
安
に

應
じ
、
そ
の
六
月
十
二
日
に
首
尾
よ
く
目
的
を
達
し
、
捕
虜
を
解
放
す
る
と
交

換
に
、
一
同
軍
隊
に
編
入
せ
ら
れ
、
土
肥
の
頭
目
は
旅
團
長
に
、
以
下
身
分
に

應
じ
て
然
る
べ
き
軍
職
に
就
い
て
落
着
し
て
居
る
。

　
こ
の
匪
徒
の
招
安
に
關
し
て
、
古
來
種
々
の
笑
話
が
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。
中

に
も
南
宋
の
頃
に
福
建
の
海
賊
の
頭
目
の
鄭
廣
と
い
ふ
者
が
歸
順
し
て
、
相
當

の
官
吏
に
取
り
立
て
ら
れ
た
が
、
そ
の
同
僚
は
皆
彼
の
泥
棒
出
身
で
あ
る
の
を

輕
蔑
し
て
、
役
所
の
會
食
の
折
に
も
彼
一
人
だ
け
を
排
斥
す
る
と
い
ふ
風
で
あ

つ
た
。
鄭
廣
は
聖
人
面
す
る
彼
の
新
同
僚
が
、
支
那
官
吏
の
常
習
と
し
て
、
何

れ
も
中
飽
　
　
袖

下







　
　
を
貪
つ
て
居
る
こ
と
を
察
知
し
て
、
一
日
極
め
て

皮
肉
な
詩
一
首
を
作
つ
て
彼
等
の
廻
覽
に
供
し
た
。
そ
の
詩
は
、

　
　
鄭
廣
有
詩
上
衆
官
。
文
武
看
來
總
一
般
。
衆
官
做
官
却
做
賊
。
鄭
廣
做
賊

　
　
却
做
官
。

と
い
ふ
の
で
、
そ
の
意
味
は
諸
君
は
官
吏
と
な
つ
て
賊
を
行
ひ
、
僕
は
賊
を
行

う
て
官
吏
と
な
つ
た
の
で
、
唯
手
段
に
前
後
の
差
あ
る
の
み
で
、
畢
竟
同
志
と

稱
す
べ
き
も
の
な
る
に
、
何
が
故
に
僕
一
人
を
排
斥
す
る
か
と
い
ふ
に
在
つ
た

か
ら
、
傷
持
つ
一
同
は
苦
笑
し
て
、
爾
後
そ
の
態
度
を
改
め
た
と
い
ふ
。

　
鄭
廣
が
皮
肉
つ
た
支
那
官
吏
の
收
賄
聚
斂
は
天
下
に
著
聞
し
て
居
る
。
態
〻

事
新
ら
し
く
吹
聽
す
る
に
足
ら
ぬ
。
「
爾
俸
爾
禄
。
民
脂
民
膏
。
下
民
易
虐
。

上
天
難
欺
」
と
題
し
て
あ
る
、
所
謂
戒
石
の
銘
が
各
衙
門
の
正
面
に
刻
さ
れ
て

あ
つ
て
も
、
古
來
の
弊
風
は
少
し
も
改
ま
ら
ぬ
。
民
國
以
來
こ
の
腐
敗
一
層
を

加
へ
た
と
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。
ブ
ラ
ン
ド
氏
は
支
那
政
府
が
日
本
を
始
め
諸
外

國
か
ら
借
り
受
け
た
巨
額
の
借
款
は
、
そ
の
名
義
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
大
部
分

は
軍
閥
や
議
員
や
官
吏
の
懷
中
に
消
え
失
せ
た
と
公
言
し
て
居
る
。
此
等
の
事

情
を
考
へ
る
と
、
目
下
北
京
で
開
催
中
の
關
税
會
議
に
よ
つ
て
、
首
尾
好
く
關

税
が
増
收
さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
果
し
て
支
那
の
内
治
の
改
良
や
國
民
の
福
利
に

資
し
得
る
か
は
、
大
な
る
疑
問
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
極
樂
息
子
達
に
巨
額
の

遺
産
を
讓
り
渡
し
た
場
合
の
樣
に
、
軍
閥
や
職
業
政
治
家
が
、
こ
の
増
收
を
目

當
に
、
一
層
の
爭
鬪
や
腐
敗
を
助
長
す
る
危
懼
が
な
い
で
も
な
い
。
萬
一
此
の

如
き
こ
と
あ
り
て
は
、
今
囘
の
關
税
會
議
は
豫
期
と
は
反
對
に
、
支
那
國
内
の

紛
爭
の
種
を
蒔
く
結
果
と
な
ら
ぬ
と
も
限
ら
ぬ
。
し
か
の
み
な
ら
ず
關
税
の
増

收
は
、
却
つ
て
一
般
支
那
國
民
の
消
費
税
を
加
重
す
る
恐
が
あ
る
。
さ
れ
ば
關

税
増
收
の
使
途
を
、
嚴
重
に
監
視
若
く
ば
監
督
す
る
こ
と
は
、
支
那
に
は
氣
の

毒
で
も
、
事
情
已
む
を
得
ざ
る
こ
と
か
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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支
那
人
の
性
格
や
能
力
に
就
い
て
、
種
々
の
説
が
發
表
さ
れ
て
居
る
中
で
、

吾
が
輩
は
リ
チ
ャ
ル
ド
（
夏
之
時
）
氏
の
支
那
人
の
智
的
能
力
に
關
す
る
左
の

所
説
に
深
き
共
鳴
を
感
ず
る
。

　
　
〔
過
去
に
於
け
る
〕
支
那
の
教
育
組
織
は
國
民
の
記
憶
力
を
發
達
せ
し
め

　
　
た
代
り
に
、
そ
の
判
斷
力
や
そ
の
推
理
力
を
萎
縮
せ
し
め
た
。
故
に
支
那

　
　
國
民
の
智
識
は
散
漫
で
表
面






で
、
統
一
を
缺
き
、
又
徹
底
し
て
居
ら
ぬ
。

　
　
彼
等
は
全
然
批
判
的
精
神
を
も
た
ぬ
。
彼
等
は
原
因
と
結
果
と
の
關
係
に

　
　
就
い
て
の
思
慮
が
十
分
で
な
く
、
又
事
件
の
全
體
を
達
觀
す
る
こ
と
が
出

　
　
來
ぬ
。
彼
等
の
個
人
的
若
く
ば
團
體
的
行
動
の
間
に
、
多
量
の
淺
慮
と
盲

　
　
信
と
を
認
め
る
こ
と
が
出
來
る
。

此
の
所
説
を
基
礎
と
し
て
、
支
那
の
過
去
や
現
在
を
可
な
り
よ
く
了
解
す
る
こ

と
が
出
來
る
や
う
に
思
ふ
。

　
之
に
就
い
て
憶
ひ
起
さ
れ
る
の
は
支
那
の
車
夫
で
あ
る
。
現
時
は
知
ら
ぬ
が
、

今
か
ら
十
年
も
以
前
に
、
北
京
や
天
津
邊
り
を
觀
光
し
た
人
は
、
誰
も
經
驗
す

る
如
く
、
支
那
の
車
夫
は
客
を
乘
せ
る
と
、
そ
の
行
先
き
を
問
ひ
質
さ
ず
に
、

自
分
勝
手
の
方
向
に
驀
進
す
る
。
若
し
、
不
幸
に
し
て
そ
の
乘
客
が
土
地
不
案

内
で
あ
る
と
、
ま
る
で
自
分
の
目
的
と
は
反
對
の
方
向
を
引
き
廻
さ
れ
、
車
夫

も
無
駄
骨
折
を
す
る
こ
と
が
稀
で
な
か
つ
た
。
同
樣
の
缺
陷
が
支
那
の
學
者
に

着
き
纏
う
て
、
彼
等
の
研
究
は
常
に
批
判
が
十
分
で
な
い
。
支
那
の
學
問
の
中

心
は
經
書
に
在
る
が
、
支
那
の
學
者
は
經
書
の
解
釋
に
全
力
を
盡
く
す
。
此
の

如
く
し
て
通
志
堂
經
解
と
か
皇
清
經
解
と
か
續
皇
清
經
解
と
か
、
經
書
の
解
釋

は
文
字
通
り
汗
牛
充
棟
の
多
き
に
達
す
る
が
、
そ
の
經
書
の
眞
僞
、
さ
て
は
そ

の
製
作
年
代
等
に
就
い
て
は
、
彼
等
は
殆
ど
研
究
の
手
を
着
け
ぬ
。
故
に
四
書

五
經
の
中
に
、
そ
の
來
歴
の
徹
底
的
に
究
明
さ
れ
た
も
の
は
一
部
も
な
い
。
支

那
の
學
者
は
畢
竟
本
體
の
不
明
な
經
書
の
解
釋
に
忙
殺
さ
れ
て
居
る
の
で
、
行

先
き
を
問
ひ
質
さ
ず
に
驀

地







に
驅
け
出
す
車
夫
の
態
度
と
同
樣
で
あ
る
。

　
車
夫
は
ど
う
で
も
よ
い
。
經
學
者
も
ま
あ
よ
い
。
さ
れ
ど
一
國
の
存
亡
安
危

を
背
負
ふ
支
那
の
政
治
家
も
、
こ
の
著
し
い
缺
陷
を
も
つ
て
居
る
の
は
、
困
つ

た
こ
と
と
申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
ば
ら
く
外
交
方
面
を
見
渡
し
て
も
、
支
那
の

政
治
家
は
今
も
そ
の
傳
統
的
の
以
夷
制
夷
政
策
を
改
め
ぬ
。
こ
の
政
策
も
稀
に

用
ふ
る
と
小
利
を
博
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
元
來
が
他
力
本
願
で
之
を
常
用
す

る
と
大
害
を
招
く
。
そ
は
宋
代
の
歴
史
が
明
瞭
に
教
示
し
て
居
る
。
宋
は
女
眞

（
金
）
の
力
を
手
頼





に
、
契
丹
（
遼
）
を
滅
ぼ
し
た
の
は
よ
い
が
、
そ
れ
も
束

の
間
で
宋
自
身
も
女
眞
の
爲
に
支
那
の
北
半
を
占
領
さ
れ
、
契
丹
の
時
よ
り
も

一
層
の
壓
迫
を
受
け
た
。
蒙
古
（
元
）
が
起
り
、
女
眞
の
勢
が
傾
く
と
、
宋
は

復
た
女
眞
を
裏
切
り
、
蒙
古
と
協
力
し
て
女
眞
を
倒
し
た
の
は
よ
い
が
、
や
が

て
宋
自
身
も
蒙
古
に
併
呑
さ
れ
て
仕
舞
つ
た
。
か
か
る
過
去
の
苦
き
經
驗
も
、

未
だ
支
那
の
政
治
家
を
十
分
に
覺
醒
せ
し
む
る
に
足
ら
ぬ
。
目
前
の
打
算
に
明

か
で
大
局
の
利
害
に
暗
い
支
那
の
政
治
家
は
、
今
も
以
夷
制
夷
政
策
を
固
執
す

る
。
之
が
爲
に
自
國
の
開
發
を
沮
み
、
東
亞
の
平
和
を
害
せ
し
こ
と
夥
し
い
。

　
昨
年
末
に
最
後
の
日
本
訪
問
を
し
た
孫
文
氏
は
、
そ
の
前
後
に
、
日
本
は
ア

ジ
ア
の
一
國
で
あ
る
こ
と
を
打
忘
れ
、
白
人
の
仲
間
に
加
は
り
、
そ
の
手
先
と

な
つ
て
彼
等
同
樣
の
侵
略
主
義
を
行
う
た
。
白
人
を
し
て
東
亞
に
跋
扈
せ
し
め

た
一
半
の
責
は
日
本
人
が
負
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
支
那
に
排
日
の
起
つ
た
の
も
當

然
で
あ
る
。
日
本
は
今
後
そ
の
非
を
改
め
、
支
那
と
提
携
し
て
白
人
に
對
抗
せ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
日
支
の
親
善
が
東
亞
の
平
和
の
保
障
で
、
そ
の
日
支
の
親

善
は
日
本
人
が
現
實
に
努
む
べ
き
義
務
が
あ
る
か
の
如
き
意
見
を
述
べ
て
居
る
。

日
支
の
親
善
の
必
要
な
る
こ
と
は
、
吾
が
輩
も
孫
文
氏
と
同
感
で
あ
る
。
た
だ

氏
が
過
去
に
於
て
日
本
が
ア
ジ
ア
の
一
國
た
る
こ
と
を
打
忘
れ
た
と
か
、
侵
略
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主
義
を
取
つ
た
と
か
、
乃
至
白
人
の
跋
扈
を
助
長
し
た
と
か
の
非
難
は
、
誣
に

あ
ら
ざ
れ
ば
妄
と
申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
過
去
に
於
て
支
那
人
こ
そ
ア
ジ
ア
人
た

る
こ
と
を
打
忘
れ
た
樣
で
あ
る
が
、
我
が
日
本
人
は
終
始
ア
ジ
ア
人
た
る
こ
と

を
忘
れ
な
か
つ
た
の
み
で
な
く
、
更
に
自
餘
の
ア
ジ
ア
人
を
し
て
ア
ジ
ア
人
た

る
こ
と
を
自
覺
せ
し
め
た
。
そ
は
日
露
戰
役
が
明
白
に
之
を
立
證
し
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
日
露
戰
役
は
ア
ジ
ア
人
に
と
つ
て
は
實
に
破
天
荒
の
一
大
事
件
で
あ
つ
た
。

ア
ジ
ア
の
一
小
島
國
た
る
日
本
が
、
そ
の
幾
十
倍
も
あ
る
白
人
の
大
強
國
た
る

露
國
と
開
戰
し
て
、
見
事
之
を
打
破
つ
た
と
い
ふ
事
實
は
、
全
ア
ジ
ア
人
に
、

否
ア
ジ
ア
人
以
外
の
有
色
種
族
に
さ
へ
餘
程
深
大
な
る
感
動
を
與
へ
た
。
白
人

東
漸
以
來
絶
え
ず
、
そ
の
不
法
な
壓
迫
を
受
け
な
が
ら
、
到
底
抵
抗
は
不
可
能

と
斷
念
し
て
居
つ
た
黄
人
が
、
彼
等
も
努
力
如
何
に
よ
つ
て
は
、
隨
分
白
人
の

壓
迫
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
否
、
更
に
一
歩
を
進
め
、
白
人
に
對
し

て
、
痛
快
な
る
復
讐
を
も
成
し
遂
げ
得
ら
る
る
と
い
ふ
實
例
が
示
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　
日
露
開
戰
の
少
し
く
以
前
か
ら
、
活
動
寫
眞
が
次
第
に
世
間
に
持
て
囃
さ
れ

て
來
た
。
日
露
戰
役
は
こ
の
活
動
寫
眞
に
と
つ
て
好
箇
の
映
寫
物
と
な
つ
た
。

日
露
戰
役
の
當
時
か
ら
爾
後
三
四
年
間
は
、
こ
の
戰
役
の
活
動
寫
眞
が
、
ア
ジ

ア
大
陸
到
る
處
で
空
前
の
歡
迎
を
受
け
た
。
印
度
人
、
ビ
ル
マ
人
、
安
南
人
、

シ
ャ
ム
人
、
支
那
人
、
南
洋
人
等
は
、
何
れ
も
こ
の
活
動
寫
眞
を
見
物
し
て
年

來
の
溜
飮
を
下
げ
た
。
活
動
寫
眞
に
よ
つ
て
不
樣
な
露
軍
の
敗
走
振
り
を
見
る

と
、
自
然
彼
等
の
腦
裏
に
白
人
の
威
光
が
薄
ら
い
で
行
く
。
白
人
も
不
可
敵
で

な
い
と
知
る
と
、
之
に
對
す
る
反
抗
心
が
頭
を
擡
げ
て
く
る
。
か
く
て
ア
ジ
ア

人
の
ア
ジ
ア
と
い
ふ
新
思
想
が
東
洋
の
天
地
に
瀰
漫
し
て
來
た
。

　
こ
の
新
思
想
の
勃
興
に
對
し
て
、
ア
ジ
ア
に
領
土
を
有
す
る
白
人
一
同
に
閉

口
し
た
。
今
迄
黄
人
と
見
縊
り
過
ぎ
た
白
人
は
實
際
以
上
に
黄
人
を
警
戒
し
て
、

さ
て
こ
そ
黄
禍
説
な
ど
も
流
行
し
て
來
た
。
黄
禍
説
は
日
清
戰
役
の
頃
か
ら
世

に
現
は
れ
て
來
た
が
、
そ
の
世
界
的
に
な
つ
た
の
は
、
日
露
戰
役
以
後
で
あ
る
。

兎
に
角
、
日
本
人
は
ア
ジ
ア
人
の
ア
ジ
ア
と
い
ふ
思
想
を
喚
起
せ
し
め
て
、
全

ア
ジ
ア
人
に
覺
醒
の
機
を
與
へ
、
黄
禍
説
が
世
界
的
に
な
る
程
白
人
を
し
て
反

省
警
戒
す
る
所
あ
ら
し
め
た
。
從
來
傍
若
無
人
、
氣
儘
氣
隨
で
あ
つ
た
白
人
の

侵
略
横
暴
も
、
日
露
戰
役
を
境
界
と
し
て
、
一
轉
機
と
、
一
頓
挫
と
を
示
し
て

來
た
。

　
之
に
反
し
て
支
那
人
の
無
智
と
淺
慮
と
は
、
常
に
白
人
を
し
て
東
亞
に
干
渉

と
專
横
の
手
を
振
は
し
む
べ
き
機
會
を
與
へ
た
。
日
清
戰
役
最
後
の
三
國
干
渉

の
如
き
そ
の
適
例
で
あ
る
。
眞
面
目
な
儒
者
、
忠
實
な
憂
國
者
と
し
て
知
ら
れ

た
、
當
時
の
兩
江
總
督
の
張
之
洞
す
ら
、
日
本
に
割
讓
す
べ
き
臺
灣
を
英
露
諸

國
に
與
へ
、
其
援
兵
に
よ
つ
て
日
本
を
抑
へ
る
　
　
速
向
英
、
俄
（
露
國
）
、

徳
（
ド
イ
ツ
）
諸
國
。
懇
切
籌
商
。
優
與
利
益
。
訂
立
密
約
。
…
…
許
以
重
酬
。

絶
不
吝
惜
…
…
保
京
城
。
安
中
國
。
惟
有
乞
援
強
國
一
策
　
　
其
の
以
夷
制
夷

の
傳
統
的
政
策
を
上
奏
し
て
居
る
で
は
な
い
か
。
其
因
果
は
覿
面
で
、
滿
洲
は

露
國
に
、
山
東
は
ド
イ
ツ
に
、
威
海
衞
は
英
國
の
手
に
歸
し
た
。
張
之
洞
な
ど

は
其
時
に
な
つ
て
、
始
め
て
迷
夢
を
覺
ま
し
、
俄
に
保
種
と
か
保
教
と
か
西
力

の
増
進
を
警
戒
憂
慮
し
て
、
國
粹
主
義
を
高
唱
し
始
め
て
も
抑
〻
晩
矣





と
言
は

ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
李
鴻
章
や
張
之
洞
の
如
き
舊
型
の
政
治
家
は
深
く
責
む
る
に
足
ら
ぬ
と
し
て

も
、
現
在
民
國
に
時
め
く
新
式
政
治
家
も
、
三
歳
兒
の
魂
百
歳
ま
で
の
諺
通
り
、

今
に
以
夷
制
夷
政
策
を
忘
れ
ぬ
、
か
の
山
東
問
題
の
如
き
、
當
然
日
支
兩
國
の
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間
で
解
決
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
件
で
も
、
或
は
パ
リ
に
或
は
ワ
シ
ン
ト
ン
に

と
擔
ぎ
廻
は
り
、
最
後
に
英
米
委
員
の
面
前
に
裁
決
を
仰
ぐ
が
如
き
不
體
面
な

事
情
の
下
に
解
決
し
て
得
々
た
る
有
樣
で
な
い
か
。
ア
ジ
ア
人
の
ア
ジ
ア
と
い

ふ
思
想
も
主
義
も
全
然
忘
却
し
て
、
絶
え
ず
東
亞
の
問
題
に
歐
米
人
を
引
き
入

れ
來
た
の
は
、
實
に
支
那
の
政
治
家
で
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
孫
文
氏
に
限
ら
ず
、
支
那
人
は
よ
く
日
本
の
侵
略
を
攻
撃
し
て
排
日
の
題
目

に
す
る
が
、
そ
の
實
日
本
は
支
那
に
對
し
て
毫
も
侵
略
を
行
つ
て
居
ら
ぬ
。
臺

灣
の
割
讓
は
當
然
の
こ
と
と
て
問
題
に
な
ら
ぬ
。
臺
灣
を
除
く
と
、
支
那
人
が

日
本
攻
撃
の
的
に
し
た
、
若
く
ば
的
に
す
る
、
山
東
で
も
、
旅
大
で
も
、
日
本

は
支
那
か
ら
獲
得
し
た
も
の
で
な
い
。
列
國
の
利
權
は
多
く
口
舌
の
間
に
、
直

接
支
那
か
ら
獲
得
し
た
が
、
日
本
の
み
は
多
大
の
人
命
金
錢
を
擲
つ
て
、
然
も

事
實
上
支
那
の
既
に
放
棄
し
て
仕
舞
つ
た
土
地
や
利
權
を
、
露
國
や
ド
イ
ツ
か

ら
讓
り
受
け
又
は
繼
承
し
た
の
で
あ
る
。
格
別
支
那
人
か
ら
彼
是
非
議
さ
る
べ

き
筋
合
の
も
の
で
な
い
。
勿
論
長
い
間
に
は
日
本
の
對
支
政
策
に
も
感
心
出
來

ぬ
點
が
あ
つ
て
、
支
那
人
の
感
情
を
害
し
た
こ
と
も
あ
ら
う
。
さ
れ
ど
こ
れ
と

て
そ
の
時
代
の
趨
勢
や
ら
支
那
の
状
態
や
ら
、
乃
至
日
本
と
し
て
の
立
場
を
考

慮
し
た
ら
ば
、
一
概
に
日
本
の
み
を
咎
め
難
い
と
思
ふ
。

　
日
本
人
は
早
く
か
ら
白
禍
の
横
溢
に
焦
慮
し
て
居
る
。
從
つ
て
日
支
親
善
の

必
要
を
も
痛
感
し
て
居
る
。
最
近
數
年
間
に
亙
る
我
が
國
の
新
聞
雜
誌
を
通
覽

し
て
も
、
萬
口
一
調
に
日
支
の
親
善
を
主
張
し
て
、
殆
ど
一
人
の
異
議
を
唱
へ

る
者
が
な
い
。
寧
ろ
日
支
親
善
に
傾
き
過
ぎ
ず
や
と
氣
遣
は
れ
る
位
で
あ
る
。

吾
が
輩
も
無
論
日
支
の
親
善
を
結
構
と
思
ふ
が
、
親
善
に
は
相
手
が
必
要
で
あ

る
、
相
手
の
實
情
を
も
考
慮
せ
ず
に
、
日
本
の
み
が
親
善
に
齷
齪
す
る
の
は
、

聊
か
餘
計
な
こ
と
か
と
も
思
ふ
。
支
那
人
の
對
日
感
情
は
近
來
可
な
り
良
好
と

な
つ
た
と
傳
へ
ら
れ
て
居
る
が
、
併
し
關
税
會
議
に
日
本
の
委
員
が
支
那
の
主

張
に
贊
成
し
た
か
ら
と
て
、
直
に
親
日
の
氣
運
が
濃
厚
に
な
り
、
刻
下
の
騷
亂

に
、
我
が
在
滿
居
留
民
保
護
の
爲
に
出
兵
の
噂
が
あ
る
と
、
直
に
排
日
の
運
動

を
開
始
せ
ん
と
す
る
が
如
き
、
手
を
飜
せ
ば
雲
と
な
り
、
手
を
覆
せ
ば
雨
と
な

る
樣
な
、
輕
薄
に
し
て
打
算
的
な
親
善
な
ら
ば
見
合
せ
た
が
よ
い
。
眞
に
日
支

の
親
善
を
成
立
せ
し
め
ん
に
は
、
先
づ
支
那
人
が
覺
醒
し
て
、
過
去
の
弊
竇
か

ら
擺
脱
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
支
那
に
政
變
の
機
が
動
く
と
、
例
に
よ
つ
て
學
生
の
妄
動
が
始
ま
り
、
兵
士

の
掠
奪
が
行
は
れ
る
。
昨
今
の
新
聞
紙
上
に
も
彼
等
關
係
の
記
事
が
散
見
し
て

居
る
。
學
生
の
妄
動
は
民
國
以
來
殊
に
著
し
く
な
つ
た
。
山
東
問
題
に
關
す
る

彼
等
の
煽
動
暴
擧
を
、
米
國
の
ラ
イ
ン
シ
ュ
公
使
や
ヂ
ュ
ウ
ェ
ー
博
士
等
は
頗

る
善
意
に
解
し
て
、
新
教
育
を
受
た
支
那
學
生
の
愛
國
的
精
神
の
發
露
と
見
做

し
、
將
來
の
支
那
は
此
等
學
生
の
示
せ
る
愛
國
的
精
神
に
よ
つ
て
隆
興
す
べ
し

と
論
じ
て
ゐ
る
。
我
が
國
の
新
聞
や
雜
誌
の
記
者
に
も
、
か
か
る
見
解
を
公
に

し
た
人
が
尠
く
な
か
つ
た
。
さ
れ
ど
支
那
の
學
生
が
學
業
を
外
に
國
事
に
奔
走

（
？
）
し
た
の
は
、
歴
史
上
珍
ら
し
い
こ
と
で
な
い
。
然
も
學
生
の
活
動
は
、

多
く
の
場
合
そ
の
國
家
に
幸
せ
な
か
つ
た
。
殊
に
南
宋
時
代
の
大
學
生
の
如
き

は
、
無
責
任
な
空
論
を
唱
へ
て
當
路
の
大
臣
を
苦
し
め
、
當
局
の
怯
懦
は
愈
〻

彼
等
を
増
長
さ
せ
天
下
を
擧
げ
て
學
生
の
世
界
と
化
し
去
り
、
そ
の
状
況
は
民

國
以
來
の
有
樣
を
髣
髴
た
ら
し
む
る
も
の
が
あ
つ
た
。
猾
智
に
長
ぜ
る
宋
末
の
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宰
相
の
賈
似
道
は
、
奇
貨
利
用
す
べ
し
と
て
、
學
生
を
籠
絡
し
て
そ
の
位
置
を

固
め
、
籠
絡
さ
れ
た
學
生
は
賈
似
道
を
謳
歌
し
て
遂
に
宋
祚
を
滅
亡
の
淵
に
陷

れ
た
。
當
時
の
落
首
と
も
い
ふ
べ
き
、

　
　
鼙
鼓
驚
天
動
地
來
。
九
州
赤
子
哭
哀
哀
。
廟
堂
不
問
平
戎
策
。
多
把
金
錢

　
　
媚
秀
才
。

の
一
詩
が
、
雄
辯
に
之
を
證
明
し
て
居
る
。

　
近
時
の
支
那
學
生
の
妄
動
を
ヂ
ュ
ウ
ェ
ー
博
士
の
如
く
、
新
に
目
覺
め
た
支

那
青
年
の
愛
國
的
精
神
の
發
露
と
解
す
べ
き
か
、
將
た
又
支
那
に
古
來
有
勝
な

學
生
（
處
士
）
の
横
議
の
一
例
、
從
つ
て
淺
慮
と
盲
信
と
に
滿
て
る
支
那
人
の

團
體
的
行
動
の
一
例
と
解
す
べ
き
か
。
そ
の
何
れ
が
正
當
な
解
釋
で
あ
る
か
は

一
の
疑
問
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

　
支
那
の
軍
隊
も
古
今
を
通
じ
て
の
厄
介
物
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
漢
時
代
に
は
、

胡
兵
五
而
當
漢
兵
一
な
ど
稱
せ
ら
れ
て
、
支
那
の
兵
士
も
相
當
勇
敢
で
素
質
も

好
か
つ
た
。
唐
の
中
世
に
兵
農
分
離
し
て
、
兵
士
を
雇
募
す
る
こ
と
に
な
つ
て

以
來
、
そ
の
素
質
は
日
一
日
と
低
下
し
て
、
「
遂
に
好
鐵
不
打
釘
。
好
人
不
當

兵
」
　
　
滿
足
な
人
間
は
軍
隊
に
入
る
べ
き
で
な
い
と
の
意
味
　
　
と
か
「
鐵

到
了
釘
。
人
到
了
兵
」
　
　
零
落
の
眞
底
に
陷
る
意
味
　
　
と
か
い
ふ
諺
ま
で

出
來
、
兵
士
と
い
へ
ば
人
間
と
し
て
の
最
劣
等
の
屑
物
を
意
味
す
る
に
至
つ
た
。

北
宋
の
歐
陽
脩
は
當
時
の
軍
隊
に
就
い
て
、
「
不
足
以
威
於
外
。
而
敢
驕
於
内
」

　
　
外
寇
を
防
ぐ
こ
と
が
出
來
ぬ
弱
い
軍
隊
、
さ
れ
ど
國
民
だ
け
を
虐
げ
る
こ

と
が
出
來
る
強
い
軍
隊
　
　
と
嘆
息
し
て
居
る
が
、
そ
の
嘆
息
は
そ
の
儘
民
國

今
日
の
軍
隊
に
適
用
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
い
か
に
も
民
國
の
軍
隊
は
裝
甲
タ

ン
ク
を
も
使
へ
ば
、
飛
行
機
を
も
用
ゐ
て
居
る
。
そ
の
隊
制
や
武
器
か
ら
い
へ

ば
、
立
派
に
二
十
世
紀
の
軍
隊
で
あ
る
が
、
そ
の
精
神
や
素
質
か
ら
い
へ
ば
、

九
百
年
前
そ
の
儘
の
軍
隊
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
か
る
外
形
と
内
質
と
の
懸

隔
は
、
必
ず
し
も
軍
隊
の
一
方
面
の
み
に
限
ら
ぬ
樣
に
思
ふ
。
そ
こ
に
民
國
の

最
大
弱
點
が
な
い
で
あ
ら
う
か
。
吾
が
輩
は
近
年
喧
傳
さ
れ
つ
つ
あ
る
支
那
人

の
覺
醒
の
眞
實
な
ら
ん
こ
と
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
眞
實
の
覺
醒
は
今

少
し
く
根
本
的
精
神
的
で
あ
つ
て
ほ
し
い
。
か
か
る
根
本
的
精
神
的
の
覺
醒
こ

そ
、
日
支
兩
國
共
通
の
一
大
幸
福
と
思
ふ
。
（
大
正
十
四
年
十
二
月
六
日
）

　
　
（
大
正
十
五
年
一
月
『
外
交
時
報
』
第
四
十
三
卷
第
一
號
所
載
）
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